
◆指定医療機関

茨城県メディカルセンター（水戸市笠原町）

東関東クリニック（水戸市白梅）※７/11まで

水戸協同病院（水戸市宮町）

水戸済生会総合病院（水戸市双葉台）

水戸赤十字病院（水戸市三の丸）

いばらき健康管理センター（水戸市見川町）
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◆対象者
　令和8年4月1日現在および受診日当日において、城里町国民健康保険に加入している40歳から74歳までの方

◆補助条件
　①国民健康保険税に滞納のない世帯の方
　②ドック補助は、同一年度内に１回のみです。
　③脳ドックは２年続けて受診できません。
　④年度内に１世帯につき２名まで補助を受けられます。

◆注意事項
　町の健診（がん検診含む）と重複受診をした場合また
は75歳になってからドックを受診した場合は、補助額
の全額または一部を返還していただきます。

◆申込期間
　４月３日（金）～５月29日（金）　定員300名
（ドック受診日の２週間前までに申請）

◆申込方法
　国保年金課、各町民センター窓口または郵送でお申し
込み（電話での申し込みは行っていませんので、ご注意
ください。）
※令和７年度にドック補助の申請をされた方には国保年
金課から申請書等を送付予定です。令和８年度もドッ
ク補助を希望される方はお申し込みをお願いします。

※申請書やご案内は国保年金課、各町民センター窓口に
あります。また、町ホームページからダウンロードで
きます。

※申請書の送付を希望される方は、メールまたははがき
にて次の必要事項をお知らせください。

必要事項　①タイトル：ドック補助申込　②氏名　
　　　　　　③住所　④つながりやすい連絡先

【メールの場合】
　二次元コードを読み取り、必要事項を入
力して送信してください。
迷惑メールの設定等をされている方は、あ
らかじめkenshin@town.shirosato.lg.jpから
のメールを受信できるように設定をお願い
します。

令和８年度  人間ドック・脳ドック費用の補助のご案内
城里町国民健康保険に加入している皆さまへ

◆補助額

◆受診までの流れ

１．指定医療機関へ予約

２．国保年金課へ申請

３．国保年金課から決定通知書送付

４．人間ドック・脳ドックを受診

人間ドックのみ

人間ドック、乳がん検診、
子宮がん検診

人間ドック、乳がん検診
人間ドック、子宮がん検診
脳ドック

項　　　　目
20,000円

21,450円
22,150円
30,000円

補 助 額

25,350円

※いばらき健康管理センターと東関東クリニックは８月１日から
　統合します

　県埋蔵文化財センター「いせきぴあ茨城」主催、県教
育財団と城里町が共催で、「城里町文化財散策 城里町の
史跡と文化財めぐり」が開催され、町内外から 25名が
参加しました。
　当日は、町文化財保護審議会 小山映一会長を講師と
して迎え、町指定文化財の徳蔵寺大師堂、荻原長者屋敷

跡、伊藤益荒・斎宮自刃
の碑などをバスと徒歩で
巡りました。小山会長に
は、当時の歴史的背景や
各史跡と城里町の関わり
などについて丁寧に解説
していただきました。

　七会町民センターアツマーレにおいて、水戸ホーリー
ホック主催、JX金属（株）協賛による JX金属サッカー教
室が開催されました。
　JX金属サッカー教室は、地域の子どもたちを対象に、
青少年の健全な育成と優れたサッカー技術を広めスポー
ツの振興に寄与することを目的として行われています。

サッカー教室には、
桂サッカースポー
ツ少年団の子ども
たちが参加し、水
戸ホーリーホック
流の練習メニュー
を楽しんで体験し
ていました。

　水戸桜ノ牧高等学校常北校の１年生が、近隣の常北
小学校を訪問し、各クラスごとに分かれて絵本の読み
聞かせを行いました。この読み聞かせは、小学生との
交流を通して、生徒のコミュニケーション能力や表現
力を育むことを目的として実施されました。参加した
小学生は、絵本の世界に引き込まれ、高校生との交流
を楽しんでいました。

　常北公民館においてスマホ教室を開催し、13名の方が
参加されました。（株）桜華ソリューションから講師をお
迎えし、アプリの無料と有料の見分け方や地図アプリの
活用方法、スマホを使った災害時の安否確認などを学び
ました。また、当日は城里町高校生会の皆さんにもサポー
トをしていただきました。

　受講生の皆さん
からは、「親切に教
えてくれてありが
とう」「アプリの
ことよく聞けて良
かった」「質問し
やすい雰囲気が良
かった」等の感想
が寄せられました。

　町内にある磯野地区の水戸ホーリーホック圃場におい
て、報道関係者向け現地見学会が開催されました。見学
会は、磯野地区の事業を優良事例として、多くの報道機
関で記事にしてもらうことを目的として開催されまし
た。現地では、水戸ホーリーホック事業統括本部長の瀬
田さんによる説明が
行われ、今後はJリー
グを通して全国へ発
信し、耕作放棄地の
再活用モデルを示し
ていきたいと意気込
みました。

　桂小学校において、わーほい集会が開催されました。わーほいは、
その年の健康や成長を祈願する伝統行事です。今年も地域の方々
の協力により、竹製の櫓が組まれました。点火した瞬間に炎が立
ち上がり、櫓に貼り付けた書き初めが空へと舞い上がりました。
子どもたちは今年の誓いを胸に、その様子を静かに見守りました。
その後、食生活改善推進員によりだんごや豚汁がふるまわれ、寒
い中で味わう温かい豚汁に
笑顔が広がりました。一人
一人の心に残るわーほい集
会となりました。

城里町文化財散策
城里町の史跡と文化財めぐり
を開催

水戸ホーリーホック
JX金属サッカー教室を開催

水戸桜ノ牧常北校
常北小学校と読み聞かせで交流

常北公民館 1日講座
スマホ教室を開催

「農業×福祉×スポーツの融合」
関東農政局が現地見学会を開催

健康や成長を願い
桂小学校「わーほい集会」を開催１／25

１／25

１／29２／１

１／26

１／19
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　水戸桜ノ牧高等学校
常北校２年生の鈴木夢
奈さん（常北中出身）
が、上記大会の女子ピ
ン級において、強気な
スタイルで３ラウンド
を打ち合い、惜しくも
３位となりました。

　８チームが参加
して開催された上
記大会において、
常北ＭＢＣスポー
ツ少年団が優勝し
ました。

千葉県市原市ゼットエー武道場 常陸大宮市西部総合公園体育館

令和7年度第12回関東高等学校
女子ボクシング選抜大会

常陸大宮市近郊
ミニバスケットボール大会１／24 １／10

▲第３位（水戸桜ノ牧常北校・鈴木夢奈さん） ▲優勝（常北ＭＢＣスポーツ少年団）

　ザ・ヒロサワ・シティ会館で「第 13回いばらきっ子
郷土検定県大会」が開催されました。この大会は、郷土
への愛着と誇りを高め、郷土愛を醸成するとともに、茨
城県の魅力を広く発信しようと、中学２年生を対象に実

施されています。
今年度は桂中学
校が出場し、惜
しくも１回戦で
の敗退となって
しまいましたが、
城里町の代表と
してベストを尽
くしました。

　県教育委員会主催の「令和７年度 体力つくり関係表彰」において、町内では石塚小学校、沢山小学校、常北中学校がそ
れぞれ優秀賞を受賞しました。体力つくり優秀賞とは、体力つくりに積極的に取り組み、体力・運動能力調査（８種目）で
優れた結果を収めた学校が表彰されるものです。
　県全体における体力つくり優秀賞は、小学校では 442校中 20校、中学校では 223校中 10校のみ表彰されます。そのよ
うな中、城里町の学校が３校受賞したことはとても名誉なことです。また、石塚小学校については、５年連続で体力つく
り優秀賞を受賞しています。これからも体力アップを目指して運動に親しみ、心身ともにすこやかにたくましく育つこと
を願っています。

　水戸レイクスカントリークラブにおいて、常北小学校の全
校児童による持久走記録会を実施しました。当日は、水戸葵
社中の水戸黄門による号砲でスタートを切り、小松重盛太鼓
による太鼓の応援や、亀蔵珈琲焙煎所によるコーヒーの提供、
地域・保護者からの温かい声援のもと、児童一人ひとりがゴー
ルを目指して全力で最後まで走り切ることができました。

第13回いばらきっ子郷土検定
県大会に出場しました

県教育委員会主催
城里町内の小中学校が体力つくり優秀賞を受賞しました

ゴルフ場で開催
常北小 持久走記録会を実施２／７

２／１

２／３

▲石塚小学校 ▲沢山小学校 ▲常北中学校
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